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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円筒形状の本体を有する加圧容器と、
　上側部分と、容器上に適合するための下側部分と、前記上側部分及び前記下側部分の間
にある幅の狭い胴部分とを有するハウジングを具備する噴霧器作動装置であって、前記加
圧容器の上側部分に接合された噴霧器作動装置と
を備えたエアゾール噴霧器であって、
　該噴霧器は、その前部に、前記噴霧器のハウジングと機能的に結合されたトリガーを備
え、
　ユーザーの手のひらの自然な輪郭にぴったりと適合するように、少なくとも幅が狭くな
った胴部分及び前記下側部分の前記噴霧器作動装置の後部で、前記ハウジングの輪郭が連
続し、
　前記ハウジングの下側部分は、少なくとも部分的に前記加圧容器の本体に重なり、
　前記上側部分は、前部と、後部と、下側とを有し、前記上側部分の下側が前記後部より
も前記前部の方が高くなるように、前記上側部分が傾斜し、
　前記加圧容器は基部を備え、
　前記下側部分は、前記噴霧器の前部よりも噴霧器の後部の方が、前記基部に向かってさ
らに下方に延在する、エアゾール噴霧器。
【請求項２】
　前記作動装置ハウジングは、
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　ユーザーが、少なくとも親指及び人差し指で、前記幅の狭い胴部分の周りを包囲するこ
とができ、
　上から見た時に、前記上側部分の少なくとも一部が、前記狭い胴部分と接触している前
記ユーザーの親指及び人差し指を超えて、外方に延在する
ように構成される請求項１に記載のエアゾール噴霧器。
【請求項３】
　前記上側部分は、
　使用中、噴霧器の重量を少なくとも部分的に支えるために、ユーザーの親指及び人差し
指の一部分上にある
ように構成される請求項１又は２に記載のエアゾール噴霧器。
【請求項４】
　前記噴霧器ハウジングの前記前部にノズルをさらに備え、
　前記ノズルから噴霧される液体が、０°よりも大きく９０°よりも小さい角度に方向付
けられるように、前記ノズルが向いている請求項１～３のいずれか一項に記載のエアゾー
ル噴霧器。
【請求項５】
　複数の噴霧液滴形状で、空気中に噴霧物を提供するように構成され、
　前記噴霧液滴の少なくとも一部は、０．０１μｍ～５００μｍの範囲の体積平均直径を
有する請求項１～４のいずれか一項に記載のエアゾール噴霧器。
【請求項６】
　前記噴霧液滴の少なくとも一部は、１０～１００μｍの体積平均直径を有する請求項１
～５のいずれか一項に記載のエアゾール噴霧器。
【請求項７】
　前記ハウジングは、スナップ嵌合によって、前記加圧容器に取り付けられている、請求
項１に記載のエアゾール噴霧器。
【請求項８】
　前記加圧容器は、空気フレッシュニング組成物を収容する、請求項１に記載のエアゾー
ル噴霧器。
【請求項９】
　前記加圧容器は、布帛フレッシュニング組成物を収容する、請求項１に記載のエアゾー
ル噴霧器。
【請求項１０】
　前記加圧容器は、炭化水素噴射剤を収容する、請求項１に記載のエアゾール噴霧器。
【請求項１１】
　前記噴霧器作動装置及び前記加圧容器は、それらの外側表面が実質的に連続する表面を
形成するように構成されている、請求項１に記載のエアゾール噴霧器。
【請求項１２】
　炭化水素噴射剤及び空気フレッシュニング組成物を収容する、円筒形状の本体を有する
加圧容器と、
　上側部分と、容器上に適合するための下側部分と、前記上側部分及び前記下側部分の間
にある幅の狭い胴部分とを有するハウジングを具備する噴霧器作動装置であって、前記加
圧容器の上側部分に接合され、前記ハウジングがスナップ嵌合によって前記加圧容器に取
り付けられている噴霧器作動装置と
を備えたエアゾール噴霧器であって、
　該噴霧器は、その前部に、前記噴霧器のハウジングと機能的に結合されたトリガーを備
え、
　ユーザーの手のひらの自然な輪郭にぴったりと適合するように、少なくとも幅が狭くな
った胴部分及び前記下側部分の前記噴霧器作動装置の後部で、前記ハウジングの輪郭が連
続し、
　前記ハウジングの下側部分は、少なくとも部分的に前記加圧容器の本体に重なり
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　前記加圧容器は基部を備え、前記下側部分は、前記噴霧器の前部よりも噴霧器の後部の
方が、前記基部に向かってさらに下方に延在し、
　前記上側部分の下側が前記後部よりも前記前部の方が高くなるように、前記上側部分が
傾斜する、エアゾール噴霧器。
【請求項１３】
　前記炭化水素噴射剤は、イソブテン、ブタン、イソプロパン、ジメチルエーテル、及び
これらの混合物からなる群から選択される、請求項１０または１２に記載のエアゾール噴
霧器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、噴霧器、噴霧器作動装置及びそれらを作成する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エアゾールタイプの加圧容器には、伝統的に、作動ボタン又はキャップが装備されてお
り、このボタン又はキャップは、製品がそこを通ってボタン又はキャップ内にある排出オ
リフィスへと通過する製品ダクトを画定する。製品を容器から排出するために、ユーザー
は容器を把持し、把持している方の手の一本の指でボタン又はキャップの一部を押下して
、容器の内容物を放出する。
【０００３】
　実質的な商業的成功を達成しているが、指作動式ボタン又はキャップは、一部のユーザ
ーにとっては指の疲弊を誘発するという不利点を有する。さらに、従来の作動システムだ
と、把持するのが比較的不適切であることや指の配置に起因して、排出された製品を所望
の表面領域に向けることがやや困難になる。容器をより自然に把持し、作動することは、
トリガー機構を使用することにより達成される。従来技術のトリガー作動式エアゾール容
器の例は、米国特許第３，１８９，２３２号、同第３，５８０，４３２号、同第３，９８
７，９４２号、同第５，８６２，９６０号及び同第６，４９４，３４９Ｂ１号に開示され
ている。さらに、従来技術の噴霧容器の中には、数本のユーザーの指でしか保持されない
ものもある。これらのことにより、十分にしっかりとした把持が行えないこともあり、噴
霧器の重量を支えることは、ユーザーの指に不当な負担をかけることもある。故に、改良
した噴霧器に対する探求が続いてきた。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、噴霧器、噴霧器作動装置及びそれらを作成する方法に関する。本明細書に記
載する噴霧器、噴霧器作動装置及び方法の実施形態は数多くあるが、それらはすべて非限
定例であることを意図しており、それらの多数の態様はそれら自体で発明を構成してもよ
い。
【０００５】
　１つの実施形態において、噴霧器作動装置が開示される。噴霧器作動装置は、上側部分
と、缶又は他の容器上又はそれ全体に適合するための下側部分と、前記上側部分及び下側
部分の間にある狭い胴部分とを有するハウジングを具備する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　本明細書は、本発明を特定して指摘し、明確に請求する請求項により結論とするが、本
発明は、添付図面と併せてなされる以下の説明でより良く理解されると考える。
【０００７】
　本発明は、噴霧器、噴霧器作動装置及びそれらを作成する方法に関する。図１は、噴霧
器２０の１つの非限定的な実施形態を示す。図１に示すように、噴霧器（又は「噴霧容器
」）２０は、容器２２と、噴霧器作動装置（又は「作動装置」）２４とを具備する。噴霧
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器作動装置２４は、ハウジング２６と、トリガー２８と、ノズル３０とを具備する。噴霧
器２０は加圧容器の噴霧器であり得、例えばエアゾール噴霧器、又は非エアゾール誘発噴
霧器、又は本明細書に記載する特徴から利益を得ることができる他の好適なタイプの噴霧
器などである。
【０００８】
　容器２２は、噴霧器によって分配されるべき製品を保持するのに適するあらゆるタイプ
の容器であり得る。幾つかの実施形態において、圧力及び／又は噴射剤下にある内容物を
保持できることは容器２２にとって望ましい。このような金属缶形状に容器を設計するこ
とは周知である。容器２２はあらゆる好適な形状のものであり得る。容器２２は、基部３
２と、側部３４と、下側部分３６と、上側部分３８と、上部４０（図４に示す）とを有す
る。示した実施形態において、容器２２はほぼ円筒形であるが、容器の側部３４は内方に
向かって先細になっており、容器の上側部分３８上で僅かに凸形に湾曲している。故に、
容器２２はその上側部分３８においてより幅が狭い。容器２２は、様々な実施形態におい
て、多数の他の形状を有し得る。
【０００９】
　容器２２は、噴霧器２０により噴霧され得るあらゆる好適な製品を収容することができ
る。この製品は、液体及び他の組成物を含むあらゆる好適な形状を取ることができる。製
品の例としては、空気フレッシュニング組成物、布帛フレッシュニング組成物、噴付用デ
ンプン糊などのアイロンがけ補助剤、殺虫剤、塗料及び他の工業的、商業的、家庭用、自
動車用及び／又は庭用組成物が挙げられるがこれらに限定されない。
【００１０】
　容器２２はまた、製品を分配するための噴射剤を含み得る。あらゆる好適な噴射剤を使
用することができる。好適な噴射剤としては、イソブテン、ブタン、イソプロパン、ジメ
チルエーテル（ＤＭＥ）などの炭化水素噴射剤、又は圧縮空気、窒素、不活性ガス、二酸
化炭素及びこれらの混合物などを含むがこれらに限定されない圧縮ガスなどの非炭化水素
噴射剤が挙げられるがこれらに限定されない。空気フレッシュニング組成物の場合などの
幾つかの実施形態において、この噴射剤は、炭化水素噴射剤を実質的に含まないことが望
ましいこともある。
【００１１】
　示した実施形態の作動装置ハウジング２６は、下側部分４２と、上側部分４４と、胴部
分４６と、上部４８とを有する。下側部分４２は容器２２の上又は全体に適合する。図１
に示すように、この実施形態において、胴部分４６は、下側部分４２及び上側部分４４の
間に位置する。胴部分４６は、上側及び下側部分の最も広い部分よりも幅が狭い。具体的
には、図５に示すように、この実施形態において、作動装置ハウジング２６は、ユーザー
が少なくとも親指５０と人差し指５２で幅が狭くなった胴部分４６の周りを包むことがで
きるように構成される。この実施形態において、噴霧器作動装置ハウジング２６はまた、
このハウジングを、ユーザーの手のひらにある皺（ｃｒｅａｓｅ）など、ユーザーの手の
ひらの自然な輪郭にぴったりと適合させる構成を備える。図６に示すように、上から見た
時、上側部分４４の少なくとも一部は、狭くなった胴部分４６と接触しているユーザーの
親指５０及び人差し指５２の部分を超えて外方に延在し、レッジを形成する。
【００１２】
　胴部分４６の狭さにより、噴霧器２０はより把持し易くなる。更に、上側部分４４は、
胴部分４６を少なくとも部分的に取り囲むユーザーの手の部分よりも上から見て広い部分
を少なくとも含み、上側部分４４のこれらの部分により形成されたレッジは、ユーザーの
親指及び人差し指の一部上に載置し、使用中噴霧器２０の重量を少なくとも部分的に支え
る。これは、特に噴霧器２０が長い期間使用される時に、ユーザーの指及び／又は手首へ
の圧力を軽減することができる。
【００１３】
　上側部分４４は、噴霧器の前部、側部及び後部の一部を含んでもよく、これらは、狭く
なった胴部分４６と接触しているユーザーの手の部分よりも幅が広い。他の実施形態にお
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いて、上側部分４４は、噴霧器全体にわたって、狭くなった胴部分４６と接触しているユ
ーザーの手の部分よりも広い部分を有する必要はない。上側部分４４の１以上の好適な部
分は、狭くなった胴部分４６と接触しているユーザーの手の部分を超えて横方向に外に向
かって延在する。このような好適な部分としては、噴霧器の側部の少なくとも１つ、好ま
しくは両方の上及び／又は噴霧器の後部が挙げられるが、これらに限定されない。
【００１４】
　図面に示した実施形態において、作動装置ハウジング２６の下側部分４２は、噴霧器の
前部よりも噴霧器２０の後部の方が大きく、容器２２の基部３２に向かってさらに下方に
延在する。他の実施形態において、作動装置ハウジング２６の下側部分４２は異なる形状
を有してもよい。例えば、他の実施形態において、作動装置ハウジング２６の下側部分４
２の全ての部分の長さが均一なものもあり得る。
【００１５】
　図面に示すように、この実施形態において、作動装置ハウジング２６の上側部分４４は
、前部と、後部と、下側４９とを有する。示した実施形態において、作動装置ハウジング
２６の下側４９及び上部４８は噴霧器の後部から噴霧器の前部まで角度をなすか、又は上
方に傾斜している。上側部分４４の下側４９は、その後部よりも前部の方が高くなるよう
に傾斜しているという事実により、ユーザーは手首を曲げなくてもより快適に噴霧器を保
持することができる。他の実施形態において、ハウジングの上部４８（及び／又は下側４
９）は別の形状（例えば、平坦、下方に傾斜したものなど）を有し得る。幾つかの実施形
態において、ハウジング２６の上部４８を完全に排除することさえ可能であり得る。
【００１６】
　図面に示した実施形態において、噴霧器ノズル３０は、ノズル３０から噴霧される液体
が０°よりも大きく９０°よりも小さい角度に方向付けられるように向けられる、作動装
置ハウジング２６の上部４８は上方に傾斜している。即ち、液体は、基部３２と平行に（
即ち、基部が水平表面上に置かれている時には水平に）も噴霧されず、垂直に（容器の軸
方向にまっすぐ上方に）も噴霧されない。他の実施形態において、ノズル３０から噴霧さ
れる液体は、約３０°以上約６０°以下の角度で方向付けられる。他の実施形態において
、ノズル３０から噴霧される液体は、約４５°の角度で方向付けられる。他の実施形態に
おいて、ノズル３０から噴霧される液体は、約２０°～２５°の角度で方向付けられる。
【００１７】
　しかしながら、他の実施形態において、ノズル３０から噴霧される液体は水平に（０°
）又は垂直に（９０°）噴霧されることが望ましいこともある。アイロンがけ補助剤の場
合などのさらに他の実施形態において、ノズル３０から噴霧される液体は、表面に向かっ
て下方に（０°～９０°の角度で）方向付けられることが望ましいこともある。しかしな
がら、その噴霧パターンは、典型的には分散液の形態であり、ノズルから発せられる噴霧
物は、側面から見た時に分散された噴霧パターンを形成することが理解される。本明細書
中で述べる噴霧物の角度は図２に示すように中心軸Ａであり、これは噴霧パターンを二分
する。噴霧パターンの一部は典型的にはこの中心軸のどちらか一方の側で分配されること
が理解される。
【００１８】
　ノズル３０を、あらゆる好適なサイズの液滴を噴霧するように構成してもよい。１つの
非限定的な実施形態において、ノズル３０は、少なくとも噴霧液滴の一部が約０．０１μ
ｍ～約５００μｍ、又は約５μｍ～約４００μｍｍ、又は約１０μｍ～約２００μｍの範
囲の直径を有する複数の液滴を噴霧するように構成される。噴霧液滴の平均粒径は、約１
０μｍ～約１００μｍ、又は約２０μｍ～約６０μｍの範囲であってもよい。これらのサ
イズの液滴は、液滴を長い期間空気中に浮遊させることが望ましい空気フレッシュニング
組成物の場合に有用であり得る。
【００１９】
　噴霧器作動装置２４は、前記噴霧器の前部にて作動装置ハウジング２６と機能的に結合
したトリガー２８を具備する。示した実施形態において、トリガー２８は、比較的長く、
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平坦で幅が広い。これにより、ユーザーは、人差し指などの一本の指でトリガーを作動で
きるだけでなく、２本以上の指（人差し指及び中指）を使ってトリガー２８を作動するこ
とができる。これは、長い噴霧の場合にユーザーの人差し指の疲弊を低減する。トリガー
２８はあらゆる好適な寸法を有し得る。幾つかの実施形態において、トリガーの長さＬは
、約１．２５インチ（約３０又は３２ｍｍ）以上であり得る。幾つかの実施形態において
、トリガー２８の幅Ｗは、約７／１６インチ（約１０又は１１ｍｍ）以上であり得る。例
えば、トリガー２８の幅は、約１０／１６インチ（約１５又は１６ｍｍ）であってもよい
。他の実施形態において、トリガー２８は、より便利な意匠及び大きさのものであり得る
。
【００２０】
　図４及び図７は、噴霧器作動装置２４の内側の詳細を示す。図４及び図７に示すように
、噴霧器２０のこの実施形態において、噴霧器作動装置２４は、上述の作動装置ハウジン
グ２６と、トリガー２８とを具備する。作動装置ハウジング２６は、トリガー２８の前部
に孔又は開口５４を有する。トリガー２８は、より大きなトリガー部分５６の一部であり
、トリガー部分５６の後部にはそれに接合されるか、又はそれと一体成形されたバー５８
がある。トリガー部分５６はまた、軸受け部分６０を具備する。バー５８は、作動装置ハ
ウジング２６の内側のその後部に位置するシェルフ６４にある窪み又はスロット６２に嵌
合するように構成される。これにより、トリガー部分５６は丁番付けされた形で回転する
ことができる。故に、トリガー２８は、噴霧器２０の前部から延在し、作動装置ハウジン
グ２６と機能的に結合される。
【００２１】
　図４に示すように、容器２２は、容器の上部４０から上方へ延在する従来型のバルブス
テム６６を有し得る。噴霧器作動装置２４は、さらに導管６８を具備する。導管６８は第
一端部及び第二端部を有する。示した実施形態において、導管６８は幾つかの要素を具備
する。これらは、導管６８の第一端部（又は前部）にあるノズル３０；第一の直立導管部
分（又は「セグメント」又は「脚部」）７０；第二の角をなす導管部分（又は「セグメン
ト」又は「脚部」）７２；プラットフォーム７４；及び導管６８の第二端部にあるキャッ
プ部分７６。第二導管部分は、前記第一セグメント７２と０°より大きい角度αを形成す
る。噴霧器が上向きの角度で噴霧物を方向付けするように構成される図４に示す実施形態
において、この角度αは約９０°よりも大きく約１８０°よりも小さい。図面に示す実施
形態において、ノズル３０は作動装置ハウジング２６の前部の固定位置に保持され、導管
６８のキャップ部分７６は、容器２２のバルブステム６６全体に適合される。この実施形
態における導管６８の第一導管部分７０は、第二導管部分７２よりもより剛性である（後
者は可撓性であるのが好ましい）。この実施形態において、導管６８は容器２２の内容物
を、容器２２からその内容物が噴霧され得るノズル３０まで運ぶという目的と、バルブス
テム６６上に下向きの力を伝達し、容器２２の内容物を放出するという２つの目的に役立
つ。
【００２２】
　噴霧器作動装置２４は以下のように動作する。ユーザーが作動装置ハウジング２６に向
かって内方にトリガー２８を引っ張ると、これによりトリガー部分５６の軸受け部分６０
が導管６８上のプラットフォーム７４を下に押す。これにより、導管６８の第一導管部分
７０が下方に移動し、容器のバルブステム６６を作動させる。ノズル３０は固定位置にあ
るので、導管６８の第二導管部分７２の可撓性性質によりこれが屈曲し、この下方への運
動が生じる。バルブステム６６は容器２２の内容物を放出させる。容器の内容物は導管６
８を通ってノズル３０から流出する。
【００２３】
　本明細書に記載する特性を有する多数の他の実施形態も可能であり、その幾つかが以下
に記載される。他の実施形態において、例えば、狭くなった胴領域を、作動装置ハウジン
グ２６の一部として全体的に形成するのではなく、容器２２の全部又は一部により形成す
ることができる。様々な実施形態において、作動装置２４を容器２２に永久的に固着する
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か、又は作動装置２４を容器２２に取り外し可能に固着することができる。作動装置２４
を、物品を容器２２に取り外し可能に固着するための当該技術分野で既知のあらゆる方法
（ねじ留め、差込金具及びスナップ嵌合を含むがこれらに限定されない）で取り外し可能
に固着することができる。さらに、作動装置ハウジング２６の下側部分４２が容器の上側
部分３８の外側と重なり合うのではなく、作動装置２４及び容器２２を、それらの外側表
面が実質的に連続する表面を形成するように構成することができる。

【００２４】
　これらの又は他の実施形態において、導管６８は、本明細書に記載される要素の全てを
具備する必要はなく、これらの要素を噴霧器作動装置２４のある他の要素の一部として設
けることができる。他の実施形態において、ノズルは作動装置ハウジング２６の前部の固
定位置に留まる必要はない。例えば、ノズル３０は、トリガー２８が移動される時に上方
又は下方へ移動するべく設置されることが可能である。他の実施形態において、導管６８
は、導管部分の一方が可撓性であり、他方が剛性である第一及び第二導管部分を具備する
必要はない。他の実施形態において、例えば、導管６８全体が可撓性であることもでき、
又は導管全体が剛性であることもできる。しかしながら、これは、噴霧器作動装置の機能
の仕方を変えることもある。
【００２５】
　他の実施形態において、トリガー部分５６は、作動装置ハウジング２６に固着される別
個の構成要素ではなく、作動装置ハウジング２６の一部分、又は作動装置のその他の部分
であることができる。かかる噴霧器作動装置は、本明細書に記載する噴霧器の特性すべて
を有していなくてもよい。例えば、図８は、従来型の噴霧器２０の一例を示し、この噴霧
器は、作動装置ハウジング２６の上部にプッシュボタン８０などの作動部材を有する。こ
のプッシュボタン８０は、作動装置ハウジング２６の一部として形成され、プッシュボタ
ンを僅かに下方及び後方上側へ移動させるように（例えば、撓む一体ヒンジを用いて）、
作動装置ハウジング２６に接合される。図８に示す噴霧器２０の変形において、トリガー
部分５６はプッシュボタン部分８０の前部に接合され、噴霧器をトリガー式噴霧器に変換
する。この実施形態において、トリガー２８は作動装置ハウジング２６の前部の外側にあ
る。あらゆる好適な方法でトリガー部分５６をプッシュボタン部分に接合することができ
、又はプッシュボタン部分８０及び／又は作動装置ハウジング２６の一体部分として成形
することができる。
　さらに他の実施形態において、トリガー部分５６及び導管６８を単一の一体構成要素と
して形成することができる。
【００２６】
　図７は、噴霧器作動装置２４の構成要素の組立て方法の一実施形態を示す。図７に示す
ように、噴霧器作動装置２４は以下のように組み立てられる。作動装置ハウジング２６を
、少なくとも部分的に開放している上部、少なくとも部分的に開放している底部及びトリ
ガー用の開口を有する前部を有する側部部分と、作動装置ハウジング用のキャップ４８の
２つの部分に分ける。トリガー部分５６の少なくとも一部がハウジングの側部部分の前部
にある開口を通って外方に延在するように前記作動装置ハウジングの側部部分にトリガー
部分５６を挿入し、トリガー２８を形成する。導管６８が容器２２と流体連通し、トリガ
ー２８と機能的に結合されるように、作動装置ハウジング２６の側部部分に導管６８を挿
入する。最後に、作動装置ハウジング２６の上部４８を形成するキャップをハウジングの
側部部分の上部に置き、噴霧器作動装置を形成する。
【００２７】
　本記述全体にわたって言及したすべての特許、特許出願（及びそれに基づいて発行され
た特許及び関連して発行された外国特許出願）、並びに公開公告の開示内容を本明細書に
参考として組み込む。但し、本明細書に参考として組み込まれる文献のいずれもが本発明
を教示又は開示していないことを明言する。
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【００２８】
　本明細書全体にわたって記載されるあらゆる最大限度数の中には、それよりも低いあら
ゆる限度数も、本明細書に明確に記載されたものとして含まれると理解すべきである。本
明細書全体にわたって記載されるあらゆる最小の数値限定の中には、それよりも高いあら
ゆる数値限定も、本明細書に明確に記載されたものとして含まれる。本明細書全体で記載
されるあらゆる数値範囲の中には、当該数値範囲内における、より狭い数値範囲も、すべ
て本明細書に明確に記載されたものとして含まれる。
【００２９】
　本発明の特定の実施形態について記載したが、本発明の精神及び範囲から逸脱すること
なく本発明の様々な変更及び修正を実施できることが当業者には明らかである。さらに、
本発明をある特定の実施形態と関連して説明してきたが、これは説明を目的とするもので
あって、限定を目的とするものではなく、本発明の範囲は、添付の請求項によって定義さ
れ、これは従来技術が可能にするのと同様に広範に考えられるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】噴霧器作動装置をその上に有する容器の１つの非限定的な実施形態の斜視図。
【図２】図１に示す噴霧容器の側面図。
【図３】図１に示す噴霧容器の上面図。
【図４】図３の線４－４に沿って切り取った噴霧容器の断面図。
【図５】噴霧容器の側面図であって、ユーザーの手が噴霧容器を保持しているところを示
す。
【図６】噴霧器容器を上から見た図であって、ユーザーの手が噴霧容器を保持していると
ころを示す。
【図７】噴霧器作動装置の構成要素の組立てを示す破断斜視図。
【図８】作動装置のハウジングの少なくとも一部分の外側に配置されたトリガーを有する
噴霧器の別の実施形態の斜視図。
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